
第第 11 号号議議案案  

令令和和５５年年度度事事業業報報告告及及びび収収支支決決算算にに関関すするる件件  

〔〔ⅠⅠ〕〕令令和和５５年年度度事事業業報報告告書書  

自 令和５年 1４月 01 日 
至 令和６年 1３月 31 日 

【令和５年度の重点事項】 

11．． ＪＡＳ・表示制度（以下「ＪＡＳ制度等」という。）を巡る様々な動向を踏まえ、情報収集を
行うとともに、農林水産省はじめ関係省庁の指導の下、関係団体と連携を図りながらＪＡＳ
制度等の運用について積極的な役割を果たすよう努力した。

22．． 関係団体の協力を得て、下記の諸事業の実施等を通じＪＡＳ制度等の普及啓発及び情報発信
等に努めた。 

【諸事業の実施】 

11．． ＪＪＡＡＳＳ普普及及啓啓発発事事業業
((11)) 情情報報誌誌のの発発行行・・配配布布にによよるる広広報報活活動動

情報誌「ＪＡＳと食品表示」については、各方面の関係者からのインタビュー、取材等
を含め幅広く情報を収集し、ＪＡＳや食品表示に関連する情報を中心に、有機や林産関係の
内容も併せて毎月１回発行し、関係団体・事業者、関係行政機関及び消費者団体等に配布し
た。

また、昨年に引き続きＪＡＳの普及啓発を目的としたＪＡＳマーク付きの付箋と蛍光ペ
ンを広く配布した。

ＪＡＳマークの意味を幅広い年齢層に普及することを目的として、「さがそうＪＡＳマー
ク」のコーナーをホームページや情報誌等に掲載した。身の回りにある３種類のＪＡＳマー
クを探し、台紙に貼ったものを応募してもらう企画で、応募者には抽選で図書カードをプレ
ゼントした。ＪＡＳマークのついている製品はしっかりした工場や農家で作られているこ
とをアピールするために、関連団体にも配布の協力をお願いした。

情報誌のより一層の普及を目指し、各号の記事に関連する非会員の団体･企業に毎月ＤＭ
として情報誌を送付し、会員や定期購読者の拡大に努めた。 

((22)) ホホーームムペペーージジのの充充実実及及びび最最新新情情報報ののメメーールル配配信信
ＪＡＳ協会のホームページの内容をより一層充実させることで、会員だけでなく、非会員



の方々にもＪＡＳ制度や講習会の開催等に関する有益な情報を提供することに努めた。 
また、団体会員に対して迅速な情報の提供が必要な際は、メールにて最新情報を発信した。 

((33)) 媒媒体体広広告告
ＪＡＳ協会チャンネルをホームページに掲載し、ＪＡＳを活用している事業者をヒアリン
グした「ＪＡＳ活用事例紹介動画」とＪＡＳ活用事例やＪＡＳの取得手順が分かる「ＪＡＳ
活用マニュアルⅠ」、登録認証機関についてまとめた「ＪＡＳ活用マニュアルⅡ」を公開し
た。また会員からの要請、広告効果などを総合的に判断し、ＪＡＳ制度、規格などの広告を
掲載した。

((44)) イイベベンントトへへのの出出展展等等

イベント概要 当日の様子

第 回食育推進全国大会 とやま
期日：令和 年 月 日～ 日

関係団体・企業の協力のもと、 マ
ーク品・ポスター・パネル等の展示を行
った。当会ブースでは、恒例の魚釣りゲ
ームを実施し、参加した子供達に景品と
して、団体会員から提供された 品や
当会の付箋を配布した。また、ブース内
を見学された消費者には、 について
の説明を行うなど、 制度の普及啓発
に努めた。
（来場者数： 日間で延べ 人）



農林水産省「消費者の部屋」特別展示
期日：令和 年 月 日～ 日

農林水産省の「消費者の部屋」の
の特別展示で、 製品の紹介と の
しくみや新たな の取組を紹介する
イベントに協力した。「選んで安心！
マークは信頼の証」のテーマで、関

係団体・企業から提供された 製品が
種類ごとに分かりやすく展示された。一
般 、有機 、特色 が付いた様々
な飲食料品に加えて、普段見る機会が少
ない畳表や林産物の 製品のコーナ
ーも設けられ、 製品の広がりを新た
に発見してもらう良い機会となった。ま
た、入場者が自由に持ち帰るよう マ
ーク付きの付箋を置いたところ、大変好
評だった。
（来場者数： 日間で延べ 人）

．． ＪＪＡＡＳＳ講講習習事事業業等等

食食品品製製造造業業品品質質管管理理担担当当者者等等一一般般講講習習会会のの開開催催
一般加工食品のＪＡＳ認証申請製造業者及び認証製造業者の品質管理担当者等を対象と

する一般講習会を次表のとおり実施した。また、今年度も引き続きコロナ感染予防と遠距離
からの参加を容易にするため、同時ライブ配信を行った。

開催日（２日間） 場 所 受講者数 内 容

【第１回】
令和 年
５月 日～ 日

主婦会館
（東京）

会 場 名
名

・ＪＡＳ制度について
・食品表示について
・品質管理概論
・食品の安全性
・食品工場における衛生管理
・品質管理活動の実際
・確認テスト
「ＪＡＳ制度と食品の表示」

【第２回】
令和 年
月 日～ 日

主婦会館
（東京）

会 場 名
名

【第３回】
令和 年
１月 日～ 日

鉄鋼会館
（東京）

会 場 名
名



有有機機関関係係ＪＪＡＡＳＳ講講習習会会のの開開催催
有機加工食品の格付（又は格付の表示）を行う生産行程管理者、小分け業者、外国格付表

示業者及び輸入業者を対象とするＪＡＳ講習会を次表のとおり実施した。また今年度より
回開催し、何れも同時ライブ配信を行った。

開催日 場 所 受講者数 内 容

【第１回】
令和 年
月 日

ジャパン
ライム

（東京）

会 場 名
名

 総論
①ＪＡＳ法及び有機食品の検査認証制度
②有機加工食品の日本農林規格及び認証の
技術的基準

 各論（業種ごとにコース分け）
コース（生産行程管理者･小分け業者対象）

①生産行程の管理又は把握の方法及び格
付の方法（外国格付表示を含む）
②小分けの方法及び格付の表示の方法

コース（輸入業者対象）
③輸入品の受入れ・保管の方法及び格付

の表示の方法

【第２回】
令和 年

月 日

ジャパン
ライム

（東京）

会 場 名
名

【第 回】
令和 年
月 日

ジャパン
ライム

（東京）

会 場 名
名

特特別別セセミミナナーー等等のの開開催催
ア 情報提供の一環として、当協会会員を中心に、特別セミナーを次表のとおり開催した。

何れも同時ライブ配信を行った。

開催日 場 所 参加者数 内 容

令和 年
月 日

鉄鋼会館
（東京）

会 場 名
名

 「 制度化の現状と課題」
講師：高橋 亨 氏
厚生労働省 医薬・生活衛生局
食品監視安全課 推進室 室長補
佐

 「食品ロス・リサイクルの現状と農林水産省
における取組について」
講師：月岡 直明 氏
農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部
外食・食文化課 課長補佐

 「食品表示制度にかかるこれまでの取り組
みと今後」
講師：清水 正雄 氏
消費者庁 食品表示企画課 課長



※所属・役職名は、開催当時のもの

イ 時宜に適した食品表示セミナーを年４回開催した。

．． 農農林林水水産産省省補補助助事事業業

令令和和４４年年度度ＪＪＡＡＳＳのの普普及及対対策策事事業業（（令令和和 年年度度補補正正予予算算））
（令和５年 月～令和６年３月）
有機ＪＡＳの認証事業者に対し認証取得費用を支援する補助事業で、支援対象者に対して
補助金総額 万円を 事業者に交付し、その対象者に「有機ＪＡＳ制度の運用改善効
果の調査」を実施し、その結果を集計、分析した。また、申請書類等のオンライン化に向け
た調査・検討を行い、要件定義書等の作成を含む報告書を提出した。

令令和和５５年年度度ＪＪＡＡＳＳのの普普及及対対策策事事業業（（令令和和５５年年度度補補正正予予算算））
（令和６年１月～）
有機ＪＡＳ認証取得、有機ＪＡＳ資材リスト登録、オンライン化システムの支援及びその
効果を実証する事業で、支援対象者に対して補助金の交付と「有機ＪＡＳ制度の運用改善効
果の調査」を行う。令和６年３月末までに補助金交付のための実施規定・申込要領作成等の
公募準備を行った。繰越申請が認められたため、令和６年度内に全ての業務を終了させる予
定。

．． 農農林林水水産産省省委委託託事事業業

令令和和５５年年度度ＪＪＡＡＳＳのの活活用用・・制制定定推推進進調調査査委委託託事事業業
（令和５年４月～令和６年３月）
ＪＡＳの制定・普及を進める事業で、優良事例のヒアリング、ＪＡＳ活用マニュアルの作

【林産】
令和 年
月 日

製粉会館
（東京）

会 場 名
名

 「木材学ノススメ」優良木材の製造・流通のた
めの知識と人材
講師：藤井 義久 氏
京都大学名誉教授
公益社団法人日本木材保存協会 会長
一般社団法人日本木材学会 前木材教育委員長

 「日本の森をモリアゲる最近の動き」
講師：長野 麻子 氏
株式会社モリアゲ 代表

 「林産物 の概要」
講師：川原 聡 氏
農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部
食品製造課 基準認証室 規格専門官



成、研修会の開催、ＪＡＳ化のニーズ・シーズの収集や検討等を実施した。

令令和和５５年年度度食食品品表表示示・・トトレレーーササビビリリテティィ推推進進委委託託事事業業
（令和５年６月～令和６年３月）
原料原産地表示への対応や食品トレーサビリティの推進のために、実践的食品表示モデ
ル及び監査テキストを作成する事業で、水産業者を対象としたヒアリングと有識者による
検討会を行い、テキスト作成とセミナーを開催した。また、食品トレーサビリティに関する
アンケートを農業者、漁業者、食品製造業者、食品卸売業者、食品小売業者に対して実施し、
その解答（ 件）の結果を取りまとめて報告した。

令令和和５５年年度度食食品品事事業業者者ににおおけけるる環環境境やや人人権権等等にに配配慮慮ししたた取取組組にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査委委託託事事業業
（令和５年 月～令和６年３月）
製造・加工業者及び卸・小売業者に対し、食品事業者における環境や人権等に配慮した取
組についてのアンケートを実施し、その回答（ 件）を整理、集計した報告書を提出した。

令令和和５５年年度度既既存存ＪＪＡＡＳＳとと国国際際規規格格のの比比較較検検証証にに関関わわるる調調査査等等のの委委託託事事業業（ＪＳＡ協会から
の再委託）
（令和５年６月～令和６年 月）
輸出力強化のためにＪＡＳの国際標準化を進める事業で、既存ＪＡＳと国際規格を比較検

証し、日本の強みにつながる基準であるかどうかを検討して今後の方針を策定するための委
員会の設立と国際規格調査等を行った。

．． 消消費費者者庁庁委委託託事事業業

栄栄養養強強化化目目的的でで使使用用ししたた食食品品添添加加物物のの表表示示にに関関すするる実実態態調調査査のの実実施施及及びび集集計計業業務務
（令和５年５月～令和 年 月）
栄養強化目的で使用した食品添加物の表示に関する実態調査のアンケートを食品関連事業
者に対して実施し、その回答（ 件）を整理、集計した報告書を提出した。

遺遺伝伝子子組組換換ええ表表示示にに関関すするる実実態態調調査査業業務務
（令和５年 月～令和５年 月）
新たな遺伝子組換え表示制度に対するアンケート調査を、とうもろこし・大豆を原料とす
る加工食品を製造する食品関連事業者に対して実施し、その回答（ 件）を整理、集計した
報告書を提出した。

加加工工食食品品のの原原料料原原産産地地表表示示にに係係るるココスストトにに関関すするる負負担担状状況況ののヒヒアアリリンンググ調調査査業業務務
（令和 年 月～令和 年 月）
原料原産地表示の実施に要するコストについて、 件の食品製造業者に対しヒアリング調

査を行い、その結果を取りまとめた。



．． ＪＪＡＡＳＳ規規格格集集等等作作成成販販売売事事業業

「ハンディ版 食品表示基準 改訂第６版」を発行した。また、前回の追録実施（令和５
年１月）以降にＪＡＳ規格等が一部改正された品目について、その内容を整理したＪＡＳ規
格集（ 冊）を追録として発行した。
作成に当たり、当会が支援・協力した「ＪＩＳ ＪＡＳハンドブック」（日本規格協会発行）
を林産関連の団体会員に配付した。また、会員及び一般向けの窓口を設け、割引料金にて販
売した。

．． 支支援援業業務務等等事事業業

有機ＪＡＳ認証機関設立のためのセミナーやＪＡＳ制度の研修への講師派遣など、ＪＡＳ制
度や食品表示などに関する指導・教育・研修等の支援業務を積極的に行った。

．． 諸諸会会議議のの開開催催

総総会会
当協会定款に基づき、次表のとおり総会を開催し、議案について可決承認された。

期 日 場 所 議 案

（定例）
令和５年
月 日

ホテルモン
トレ銀座
（東京）

 令和４年度事業報告及び収支決算に関する件
 会費及び賛助会費の額並びに納入方法に関する件
 役員の改選に関する件

理理事事会会
当協会定款に基づき、次表のとおり理事会を開催し、議案について可決承認された。

期 日 場 所 議 案

【第 回】
令和５年
月 日

書面決議

 令和 年度事業報告及び収支決算に関する件
 会費及び賛助会費の額並びに納入方法に関する件
 役員の改選に関する件
 令和 年度通常総会の開催に関する件

【第２回】
令和５年
６月 日

ホテルモン
トレ銀座
（東京）

 会長・副会長・専務理事の選定について

【第３回】
令和６年
月 日

製粉会館
（東京）

 令和６年度事業計画及び収支予算に関する件



連連絡絡協協議議会会
当協会の団体会員の出席を得て、次表のとおり農林水産省等との連絡協議会を開催した。

期 日 場 所 主要議題

令和６年
月 日

製粉会館
（東京）

 「新たなＪＡＳ制度」施行後の進捗状況について
農林水産省 基準認証室 進藤室長

 令和５年度補正予算及び令和６年度の予算について
林野庁 林政部 木材産業課 木材製品技術室
立花木材専門官
農林水産省 基準認証室 落合課長補佐

 ＪＡＳの普及推進等に向けて
農林水産省 基準認証室 三浦課長補佐

 ＪＡＳ新規格の動向について
農林水産省 基準認証室 栗原課長補佐

 ＪＡＳ制度の適正な運営について
ＦＡＭＩＣ 登録審査課 渡邉課長

 持続可能な食料システムの構築に向けて
農林水産省 みどりの食料システム戦略グループ
清水持続的食料システム調整官


